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現在の貝塚周辺
江戸時代の開削

かいさく

でできた佐陀川が貝塚の中央を流れる。

周辺は、佐太
さ だ

神社・鹿島中学校がある田園地帯。

昔の貝層
昭和12年ごろの様子。貝層
が露出しているのがわかる。

「
貝
塚

か
い
づ
か

」
が
語
る
縄
文
の
暮
ら
し

一
メ
ー
ト
ル
近
く
堆
積
た
い
せ
き

し
た
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の

層
。
下
の
写
真
は
、
日
本
海
側
で
も
っ
と
も
大
規

模
と
言
わ
れ
る
、
八
束
や
つ
か

郡
鹿
島
か
し
ま

町
に
あ
る
佐
太
講

さ
だ
こ
う

武ぶ

貝
塚
の
貝
層
で
す
。

一
般
に
貝
塚
と
は
、
縄
文
人
が
食
べ
た
あ
と
の

貝
殻
を
、
他
の
不
要
な
も
の
と
と
も
に
長
期
に
わ
た

っ
て
捨
て
た
場
所
で
、
い
わ
ゆ
る
ご
み
捨
て
場
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
貝
殻
か
い
が
ら

と
と
も
に
丁
寧
て
い
ね
い

に
葬
ほ
う
む.

ら
れ
た
人
骨
や
イ
ヌ
の
骨
が
見
つ
か
る
こ
と
か
ら
、

単
な
る
ご
み
捨
て
場
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
最

近
で
は
貝
塚
は
、
自
然
の
恵
み
に
頼
る
縄
文
人
が
、

食
料
の
残
り
か
す
や
動
物
の
骨
な
ど
を
集
め
て
、
そ

の
霊
を
祀ま
つ

り
、
再
生
を
祈
っ
た
「
祭
り
の
場
」
で

あ
っ
た
と
す
る
考
え
も
あ
り
ま
す
。

鹿
島
町
の
教
育
委
員
会
で
行
わ
れ
た
調
査
や
そ

の
後
の
整
理
の
様
子
を
通
し
て
、
明
ら
か
に
な
っ
て

き
た
五
〇
〇
〇
年
前
の
縄
文
人
の
生
活
を
探
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。
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佐
太
講
武
貝
塚
で
見
つ
か
っ
た

縄
文
土
器
と
石
器

貝
塚
か
ら
は
、
縄
文
人
が
捨
て
た
貝
殻
に
混

じ
っ
て
、
土
器
や
石
器
が
見
つ
か
り
ま
す
。

磨石
すりいし

と石皿
木の実をすりつぶす道具。縄文人
は、木の実や草、木の根・茎・葉
を好んで食べた。

深鉢
ふかばち

浅鉢
あさばち

「
掘
る
」「
洗
う
」「
分
け
る
」〜
佐
太
講
武
の
縄
文
人
の
生
活
が
わ
か
る
ま
で
〜

一
九
九
二
・
九
三
年
度
の
調
査
で
は
、
見
つ
か
っ
た
貝
層
は
、
す
べ
て
土ど

の
う
袋
に
入
れ
て
持
ち
帰
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
数
は
、
約
一
〇
〇
〇
袋

に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
鹿
島
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
で
水
洗
い
・
選
別
等
の
作
業
を
経へ

ま
し
た
。
こ
う
し
た
作
業
が
根
気
強
く
行
わ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
当
時
の
縄
文
人
の
生
活
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
す
。

掘り出された貝層
大量のヤマトシジミに混じって、縄文土器や石器が見られ
る。はぎ取られた７ｍにおよぶ貝層は、鹿島町立歴史民俗
資料館に展示・保管されている。

１.フローテーションする
まず発掘調査で採取した泥
を水につけ、種子など水に浮
くものを拾いあげます。

１.貝層の上面まで掘る
田んぼを20～30センチほど掘り下げると、そこから貝層が
姿を現します。

２.貝層を掘る
まず試し掘りをして、貝層の
全体像をつかみます。その後
いくつかの区域に分けて掘
り、それぞれの区域ごとに土
を採取します。

３.見つかった土器などを
記録する
土器や石器が出た様子は、図
面や写真に記録します。

４.貝層をはぎ取る
堆積した貝層を展示・公開
するために、現地で特殊な薬
を塗り、貝層をはぎ取ります。

２.水洗いする
フローテーションしたあとの
泥は上から水を流し、5ミ
リ・3ミリ・1ミリの目のふ
るいにかけます。

３.選別・乾燥する
各ふるいごとに分け、乾燥
させます。５ミリではシジミ
の殻、３ミリ・１ミリでは
魚の骨が多く見られます。

４-２.種子を分類する
見つかった植物の種子は、顕微
鏡や図鑑を使ってどんな樹木の
種子か判定します。胞子まで見
つけることができます。

４-１.骨を分類する
ふるいに残った骨は、魚の種類ごとに分けていきます。分類
をされた作業員さんの声。
「発掘された魚の骨は、薬品を使って骨だけにした現在の魚の
骨と見比べて分類していきます。とくに難しいのは、せきつ
いの分類ですね。また、うろこがきれいなまま出たときは驚き
ました。」

調査の流れ

鹿島町立歴史民俗資料館

整理の流れ
縄
文

じ

ょ

う

も

ん

時
代
の
暮
ら
し
を
発
掘
す
る

佐
太
講
武
の
縄
文
人
の
生
活

狩
猟
・
漁
労
・
採
集
に
頼
る
暮
ら
し

石皿の使用
想像図
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